
科学技術科                                   

■ 本校の期待する生徒の姿 

本校の科学技術科は、将来の科学技術者・研究者として活躍する若者を育てるため、科学技術の基礎的な知識や基本的

な技能を幅広く身に付けることを重視した学校です。したがって、本校の学習、学校行事、部活動等に積極的に取り組み、

理工系大学進学等の希望する進路の実現や、将来の目標について自ら考え行動できる、次のような生徒の入学を期待しま

す。 

１ 本校の教育目標と教育内容をよく理解し、入学を強く希望する生徒 

２ 理工系大学への進学等、希望する進路実現に向け、日々の学習活動に意欲的に取り組む生徒 

３ 科学技術への興味・関心をもち、何事にも粘り強く取り組む生徒 

４ 学校行事や生徒会活動、部活動等に、積極的に取り組む生徒 

５ 社会の一員としてルールやマナーを身に付け、自他共に思いやる心をもち、積極的にコミュニケーションを図る生徒 

※ 特に推薦選抜においては、上記１から５までに加え、将来、国際社会での活躍を目指す志の高い生徒が望ましい。 

 

■ 推薦に基づく選抜（一般推薦） 

１ 募集人員 ７０名 

２ 配  点 

 

 

３ 検査内容 

（１） 個人面接 ： 裏面に記載 

（２） 実技検査 

 

 

調査書 個人面接 実技検査 満点 

５００点 ２００点 ３００点 １０００点 

テーマ 理科、数学又は科学技術に関する内容 

使用できる 

もの 

学校で用意した下記の文具類のみ使用できる。 

Ａ３判の用紙（横置き・片面）、サインペン（赤・黒）、マジック（赤・黒）、黒鉛筆（ＨＢ）、赤鉛筆、 

消しゴム、直線定規（３０ｃｍ） 

注意事項 

・教科書や参考書等で興味・関心がある内容、または、これまでに研究してきたことをまとめる。なお、資

料は持ち込めない。 

・必ずタイトルをつける。必要があれば小見出しなどをつけてもよい。 

・全体の構成を考えて作成する。その際、用紙全体を使用し、何が重要であるかを明確にする。 

・色や図・表などを使うとよい。 

・シートに書く文字等の大きさは、受検者が手に持って発表を行うときに見える大きさを想定している。 

評価の観点 

○ プレゼンテーションシート 

□ 内容（理科、数学又は科学技術に関する内容である） □ タイトル  □ 分量  □ 工夫 

○ プレゼンテーション発表 

□ 何を伝えたいかが明確である  □ プレゼンテーションの構成（シートの構成ではない） 

□ 話し方  □ 質疑応答 

実技検査の

流れ 
プレゼンテーションシートの作成（３０分） → プレゼンテーション発表（４分） → 質疑応答 



創造理数科                                   

■ 本校の期待する生徒の姿 

本校の創造理数科は、変化し続ける社会で、その変化を捉えて、主体的に社会に参画し、よりよい社会の形成者として

様々な分野で活躍する人材の育成を目指している。したがって、本校の学習、学校行事、部活動等に積極的に取り組み、

難関理学系大学進学等の希望する進路の実現や、将来の目標について自ら考え行動できる、次のような生徒の入学を期待

します。 

１ 本校の教育目標と教育内容をよく理解し、入学を強く希望する生徒 

２ 理科・数学・情報等の分野に高い興味・関心をもち、外部の研究発表会等に積極的に参加することができる生徒 

３ 難関理学系大学への進学等、希望する進路実現に向け、日々の学習活動に意欲的に取り組む生徒 

４ 自らが強みとする分野以外でも興味・関心をもち、何事にも粘り強く取り組む生徒 

５ 社会の一員としてルールやマナーを身に付け、自他共に思いやる心をもち、積極的にコミュニケーションを図る生徒 

※ 特に推薦選抜においては、上記１から５までに加え、将来、国際社会での活躍を目指す志の高い生徒や物事を広い視

野で多角的に捉え、自ら設定した課題に対して継続的に粘り強く挑戦ができる生徒が望ましい。 

 

■ 推薦に基づく選抜（理数等特別推薦） 

１ 募集人員  ８名 

※ 基準に達しない場合、合格者が８人未満になることがあります。 

２ 配  点 

 

 

３ 検査内容 

（１） 個人面接 ： 裏面に記載 

（２） 小 論 文 

 

（３） 口頭試問 

 

 

調査書 個人面接 小論文 口頭試問 満点 

５００点 １００点 ２００点 ２００点 １０００点 

検査時間 ５０分 

字数 ６００字程度 

評価の観点 中学校で学んだ知識をもとに、論理的に記述している。 

出願時 科学分野等の研究に関するレポート（以下、「研究レポート」とする）を提出する。 

研究レポート 

について 

・Ａ４判２枚以内、様式任意。 

・Ａ４判の用紙は、レポート用紙、コピー用紙等を利用する。両面不可。 

・手書き、パソコン等の作成方法については指定しない。 

・次の６項目を設定し、作成する。 

研究テーマ / 研究の背景・目的 / 研究の方法 / 研究の結果 / 研究の考察 / 今後の展望 

評価の観点 

○ 研究レポートに関する質疑応答・口頭試問 

□ 質問に対する回答の内容 

※ 研究レポートは点数化しません。 

口頭試問の流れ 研究レポートについての説明（５分程度） → 質疑応答 



科学技術科・創造理数科共通                           

■ 推薦に基づく選抜の個人面接について 

 

■ 学力検査に基づく選抜（第一次募集） 

 志願者は「創造理数科（単願）」、「科学技術科（単願）」または「創造理数科・科学技術科（併願）」のいずれかを選択 

して出願する。ただし、併願して受検した場合は、先に「創造理数科」の選考対象となる。 

 

１ 募集人員  科学技術科：１０５名 

  創造理数科：４０名から「推薦に基づく選抜」の合格者を除いた人数 

２ 配  点 

 

 

                                 ――――――――――――――――――――――――― 

東 京 都 立 科 学 技 術 高 等 学 校     

〒１３６－００７２ 

東京都江東区大島１丁目２番３１号 

TEL：０３（５６０９）０２２７ 

https://www.metro.ed.jp/kagakugijyutu-h/ 

                                      ――――――――――――――――――――――――― 

内容 
□ 出願の動機、興味・関心、中学校における諸活動の状況 

□ 質問内容を的確に把握したり応答したりする能力や表現力等 

評価の観点 

□ 出願の動機・進路実現に向けた意欲 

受検するに至った動機が明確である。 

自己の将来像を描き、その実現に向けて努力しようとしている。 

□ 規範意識・生活態度 

ルールや規則を守って適切な行動を取ることができる。 

□ コミュニケーション能力 

自己の意見を明確に伝えることができる。 

□ 思考力・判断力・表現力 

広い視野に立って判断し、相手にわかりやすく伝えることができる。 

□ 協調性・将来性・リーダーシップ 

他者と協力しながら課題を解決できる。 

様々な活動に積極的に取り組もうとする意欲がある。 

調査書 学力検査（東京都共通問題） ESAT-J 満点 

・検査実施科目（５教科）の

評定×１倍 

・検査を実施しない科目の 

評定×２倍 

・国語・英語・社会は各１００点満点で、    

合計３００点満点 

・数学・理科は各１００点満点をそれぞれ 

１．５倍し、合計３００点満点 

中学校英語 

スピーキング 

テストの結果 
１０２０

点 

３００点に換算 ６００点満点を７００点満点に換算 
２０点 

（調査書に記載） 

https://www.metro.ed.jp/kagakugijyutu-h/

